
【考察】

ほとんどの学年で授業を楽しいと感じている児
童（とても、楽しい）が約９割いる。あまり楽しくな
いと答えた児童に対して、英語への抵抗感が低
くなるような工夫が必要である。

【考察】

低学年から高学年にいくに従って、もっと話せる
ようになりたいと感じている児童の割合が高く
なっている。ただ、高学年になるととても思うと感
じている児童が4割を下回っていることから、英

語を話したいという意識を高めることが必要にな
る。

【考察】

すべての学年でアイコンタクトを心がけている児
童（いつも、だいたい）が約９割いる。ただ、全体
としてアイコンタクトをいつも意識できている児童
が半分以下になっている学年が多いため、今後
さらにアイコンタクトの意識を高めることが必要
になる。

【考察】

低学年から高学年にいくに従って、クリアボイス
を心がけている割合が高くなっている。ただ、い
つもできているという割合が半分以下になってい
る学年が多いため、今後さらにクリアボイスの意
識を高めることが必要になる。
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【考察】

低学年から高学年にいくに従って、英語がすきと
感じている児童の割合が高くなっている。 結果を

他の質問と照らし合わせて見てみると、好きだと
答えた児童の割合が低い学年は、はっきりした大
きさの声で話したり、相手の目を見ながら話したり
することを心がけていると答えた割合も少し低い
結果が出ている。このことから、自信を持って話す
ことを苦手としていることで、外国語が好きではな
いと感じているのではないかと考える。子どもたち
が、自信をもって外国語を話すことができるような
授業の工夫を続けていきたい。

【考察】

すべての児童がわかる、とてもわかると回答して
おり、授業に満足していると考えられる。この数
値を保持しつつ、「とても分かる」の数値が高め
られるようにしたい。
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